
いのち支える自殺対策推進センター（JSCP）のニュースレターにご登録いただき、どうもありが
とうございます。本号では、政府が８月１日に発表した子ども・若者を対象とした自殺防止の取
り組みの強化や、著名人の自殺報道に関するメディア各社への注意喚起リリースの配信などにつ
いてご報告いたします。

いのち支える自殺対策推進センター
ニュースレター 第22号（2023.8.7）

• ニュースレター第22号トピックス

1. 【子ども・若者の自殺対策】８月１日より政府全体で子ども・若者の自殺防止に向けた取組を
強化

※このメールは、本ニュースレターの配信をご希望された方や、当団体の活動を通して、ご連絡先を頂戴した方に送信しております。今
後メールの受信をご希望されない方は、お手数をおかけし大変恐れ入りますが、こちらから配信停止手続きのほど、お願いいたします。

子どもや若者の自殺が長期休暇明け前後に増加する傾向を踏まえ、政府は８月１日から、特に
子ども・若者を対象とした自殺防止の啓発活動を、厚生労働省、こども家庭庁、文部科学省、
内閣官房孤独・孤立対策担当室が連携して集中的に実施することを発表しました。

1. 【子ども・若者の自殺対策】政府全体で子ども・若者の自殺防止に向けた取組を強化
2. 【若者の自殺対策】全国大学生協連の学生委員とJSCP代表理事清水が対談
3. 【動画・レポート公開】令和４年度「自死遺族等支援団体向け研修・情報交換会」
4. 【レポート公開】令和５年度「第１回 生きることの包括的支援のための基礎研修」
5. 【自殺報道】有名タレント逝去の報道で、メディア各社に注意喚起リリースを配信
6. 【自殺報道】第５回 自殺報道のあり方を考える勉強会

■厚生労働省報道発表資料
https://www.mhlw.go.jp/stf/jisats
utaisaku_press230801.html
■こどもの自殺対策緊急強化プラン
PDF

小中高生の自殺者数は増加傾向にあり、令和４年は過去
最多の514人に上るなど、極めて深刻な状況が続いてい
ます。昨年10月に策定された新たな自殺総合対策大綱で
は、子ども・若者の自殺対策の更なる推進・強化を図る
こととされ、今年６月２日には「こどもの自殺対策に関
する関係省庁連絡会議」において「こどもの自殺対策緊
急強化プラン」が取りまとめられました。
今回の発表では、自殺総合対策大綱及びこどもの自殺対
策緊急強化プランに基づき、関係省庁が連携して子ど
も・若者の自殺防止に向けた取り組みを推進していくと
しています。各省庁の具体的な取り組みについては、下
記よりご覧ください。

子ども・若者に
メッセージが伝
わりやすいよう、
同年代の方を描
いたイラストを
活用したポス
ターを作成

https://v.bmb.jp/bm/p/f/tf.php?id=inochisasaeru&task=cancel
https://www.mhlw.go.jp/stf/jisatsutaisaku_press230801.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/jisatsutaisaku_press230801.html
http://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/58d5e45b-0e25-4171-bc0d-4d02537d89c7/b52efd82/20230401_policies_kodomonojisatsutaisaku_03.pdf


本年６月14日（水）、全国大学生活協同組合連合会の学生委員や学生の皆さんと、JSCP代表
理事の清水康之が対談を行いました。対談は、JSCPが主催し全国大学生協連などが後援する
「いのち支える動画コンテスト2023」に関連し、大学生の皆さんにも自殺問題を「自分ご
と」化してもらうことを目的として企画されました。
前半は、学生委員の皆さんからの質問に答えるインタビュー形式で、清水が自殺対策に取り組
むことになった経緯や、学生時代に日本社会で感じていた「生きづらさ・息苦しさ」について
お話ししました。また「つらそうにしている友達がいた場合どうしたらよいか」といった質問
には、清水の相談事業での経験をもとに、話の受け止め方や相談窓口に関する情報提供の方法
についても具体的にお伝えしました。

2. 【若者の自殺対策】全国大学生協連の学生委員とJSCP代表理事清水が対談

JSCPは本年３月25日（土）、令和４年度「自死遺族等支援団体向け研修・情報交換会」をオン
ラインで開催し、全国で自死遺族等支援を行っている21の民間団体（以下、団体）が参加しま
した。本研修は、2022年10月に閣議決定された新たな 自殺総合対策大綱における「自死遺族等
支援事業」について理解を深めていただくと同時に、団体が直面している課題について情報共
有・意見交換をすることで、今後の活動展開のヒントを得ていただく目的で開催しました。
（当日のプログラムはこちら PDF）

研修・情報交換会ではまず、JSCP自死遺族等支援室長の菅沼舞が、「JSCPからの情報提供」
として、以下の３点について紹介しました。
１）自死遺族等支援事業のこれまでの歩みと法的根拠
２）新たな自殺総合対策大綱の内容と全国の取り組み
３）自死遺族等支援事業における課題～参加団体のアンケート結果の紹介～

3. 【動画・レポート公開】令和４年度「自死遺族等支援団体向け研修・情報交換会」

■インタビューの詳細は、全国大学生協連のウェブサイトで公開されています
https://www.univcoop.or.jp/activity/action/interview/shimizu_01.html

後半の意見交換では、学生の皆さんから、「テレビはほとんど見ない」「多くの若者にメッ
セージを届けるためには動画投稿のSNSを活用するのがよいのでは」など、若者ならではの視
点で自殺対策に生かせそうなご意見もいただきました。

対談当日の様子

「いのち支える動画コンテ
スト2023」は現在、絵コ
ンテの入選者による動画制
作が進められています。完
成した動画は、９月10日の
世界自殺予防デーに合わせ
て公開予定です。いただい
たご意見も生かし、一人で
も多くの子どもや若者に動
画を届けたいと考えていま
す。

■レポートの続きはこちら
https://jscp.or.jp/training/jishiizoku_kenshu_
report_230325.html
■講義内容の詳細は動画をご覧ください
https://youtu.be/TQrAXQ7-K2U

自死遺族等支援室長 菅沼舞

http://www.mhlw.go.jp/stf/taikou_r041014.html
http://jscp.or.jp/assets/img/%E3%80%90%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%A0%E3%80%91%E4%BB%A4%E5%92%8C%EF%BC%94%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E8%87%AA%E6%AD%BB%E9%81%BA%E6%97%8F%E7%AD%89%E6%94%AF%E6%8F%B4%E5%9B%A3%E4%BD%93%E5%90%91%E3%81%91%E7%A0%94%E4%BF%AE%E3%83%BB%E6%83%85%E5%A0%B1%E4%BA%A4%E6%8F%9B%E4%BC%9A.pdf?utm_source=newsletter&utm_medium=No.22&utm_campaign=program-jishiizoku-shien&utm_id=newsletter
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JSCPは本年７月４日（火）、令和５年度「第１回 生きることの包括的支援のための基礎研
修」をオンラインで開催しました。
この研修は、都道府県・市区町村（政令指定都市含む）の自殺対策担当者・関係者が、地域に
おいて「生きることの包括的支援」としての自殺対策を推進するべく、事業企画の立案や支援
技術の理解に役立てることを目的として、毎年度テーマ別で複数回にわたり開催するものです。
今回は全国の市区町村や保健所等の自殺対策担当者を中心に、約950名にご参加いただきまし
た。

4. 【レポート公開】令和５年度「第１回 生きることの包括的支援のための基礎研修」

タレントのりゅうちぇるさんの逝去が報じられた７月12日（水）、JSCPは厚生労働省と連名で、
メディア関係者に対し、WHO自殺報道ガイドラインに沿った報道をお願いするリリースを配
信しました。子どもや若者に非常に人気の高い方であり、報じ方によっては全国の子どもや若
者に極めて大きな影響を与える可能性があることから、特段の配慮を呼びかけました。

■今回の注意喚起リリースはこちら（厚生労働省）
PDF
■過去の注意喚起リリースの一覧はこちら（厚生労働省）
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/jis
atsu/who_tebiki.html

5. 【自殺報道】有名タレント逝去の報道で、メディア各社に注意喚起リリースを配信

■レポートの続きはこちら
https://jscp.or.jp/training/houkatsuteki_kisokenshu_230704.html

研修に臨む、（写真左

より）厚生労働省大臣

官房参事官（自殺対策

担当）の前田奈歩子氏、

JSCP地域連携推進部

長の小牧奈津子、

JSCP代表理事の清水

康之

6. 【自殺報道】「第５回 自殺報道のあり方を考える勉強会」開催報告

JSCPは７月15日（土）午前、
メディア関係者とプラット
フォーム事業者の方々を対
象とした「第５回 自殺報道
のあり方を考える勉強会 ～
地方メディアが変える、地
域の自殺対策～」を開催し、
全国から約115名が参加しま
した。
本勉強会は、報道に携わる
方々が安心して議論できる
場とするため、参加者をメ
ディア関係者とプラット
フォーム事業者等に限定し
ています。 オンラインでのパネルディスカッション

http://www.mhlw.go.jp/content/001120417.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/jisatsu/who_tebiki.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/jisatsu/who_tebiki.html
https://jscp.or.jp/training/houkatsuteki_kisokenshu_230704.html


■YouTubeの「JSCP_広報室」チャンネルで、研修動画等を順次公開しています。
 ぜひご登録ください。 https://www.youtube.com/channel/UCNWP2O5zTuuI-j8GITeKzHQ

■Yahoo!ニュース個人で、JSCPとして自殺問題・自殺対策に関する記事を配信しています（JSCP
    広報官・山寺が執筆）。ぜひご覧ください。

https://news.yahoo.co.jp/byline/yamaderakaoru

今後も、JSCPをどうぞよろしくお願いいたします。
なお、配信停止をご希望の場合には、以下のページから、お手続きをお願いいたします。 
https://jscp.or.jp/newsletter/

厚生労働大臣指定法人・一般社団法人いのち支える自殺対策推進センター（JSCP）
広報室 news@jscp.or.jp

https://www.facebook.com/JSCP.press https://twitter.com/JSCP_press

５回目となる今回は、「地方メディアの自殺報道」をテーマとし、16年前から自殺対策のキャ
ンペーン報道を続ける秋田魁新報社の吉田新一氏（現営業局次長）に取り組みをご報告いただ
きました。その後、吉田氏と秋田県の自殺対策NPO法人「蜘蛛の糸」理事長の佐藤久男氏、
JSCP代表理事の清水康之の３者によるパネルディスカッションを行い、質疑応答でも多くの
ご質問をいただきました。
開催の数日前には有名タレントの自殺報道があったことから、当日はプログラムを急遽変更し、
勉強会の冒頭で、勉強会直前までになされた関連報道の分析や、今後の報道での留意点などに
ついてお伝えしました。
勉強会の詳細については、今後、「開催レポート」をHPで公開する予定です。準備ができま
したら、ニュースレターでもお知らせする予定です。

■過去の勉強会の「開催レポート」は、こちら
https://jscp.or.jp/training/detail/benkyoukai-matome.html
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